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２０１２年度
白梅学園大学地域交流センタープロジェクト報告
１．はじめに
　文部科学省私立大学戦略的基盤形成支援事業
2009 年度採択の「遊びと学びのコラボレーショ
ンによる地域交流活性化システムづくりに関する
研究－大学・附属幼稚園を拠点として－」は，
2012 年で４年目を終えた。幼稚園の地域交流セ
ンター設立にともなって掲げた５つのプロジェク
トも，４年間の積み上げの中で地域交流活性化と
いう所期の目的を達成しつつある。
　４年目を終えるにあたって，2013 年３月７日
には５つのプロジェクトの中間研究報告会を行
なったが，本稿ではこの報告会の内容を中心にま
とめさせていただいた。
２．各プロジェクトの報告
（１）生涯遊び心の形成による内面的地域活性化
　　　に関する研究プロジェクト（代表：小松歩）
　「幼児期の保育体験の生涯発達における遊び心
の形成に及ぼす効果」として２０１２年度日本保
育学会で発表したが，白梅幼稚園を卒園した親で
わが子を白梅幼稚園に入園させている親への聞き
取り調査を行なった。①園児であった時の印象，
②今につながっていると思うこと，③なぜこの園
を選んだのか，④今わが子を見ていて思うこと，
を尋ねながら，幼児期に遊び体験を豊かにしたこ
とは，親になったときにもその価値を理解し，大
人になっても遊び心を忘れずに，「遊びを重視し
た園」を選ぶ「審美眼」が育っていることを明ら
かにした。今年度はこうした示唆を前提にさらに
科学化する道をさぐってきた。
（２）地域世代間交流による地域活性化に関する
　　　研究プロジェクト（代表：草野篤子）
　今年度は①地域の世代間交流の拠点づくり，②
幼児・子ども・青年・壮年・高齢者の多世代が集
うことのできる場としての役割を担う，③地域お
よび地域住民を大学教育の資源・人的地域資源と
して捉え，地域住民の持つ力を活用し，幼稚園教
員・学生の専門教育，幼稚園における世代間交流
に生かす，学生が，地域の高齢者のライフコース
をインタビューし，日本の近代史を肌で感じる機
会を持つと同時に，記録し冊子を作成する，を目
標として掲げてきた。
　５月には「紙芝居を，世代間交流でどう実演す
るか」の講座を開講し，６月には第１回「白梅コ
ミュニティカフェ」，１１月には第２回「白梅コ
ミュニティカフェ」，１２月には第３回「白梅コ
ミュニティカフェ，そして１月には第４回「コミュ
ニティカフェ」を実施してきた。なお８月には「世
代間交流コーディネーター養成講座」も行なって
いる。
（３）多文化交流・児童文化研究プロジェクト
　　　（代表：瀧口優）
　今年度は①多文化の遊びを学ぶワークショップ
を開催する，②白梅子育て広場や学園祭において
外国籍の子どもを含めた多文化の広場を開催し，
様々な遊びや児童文化を交流する，③小平におけ
る多文化共生のハンドブック（案）を作成して議
論の場をつくる，を目標に掲げてきた。
　１１月には保育科のゼミナールを基本にして多
文化の遊びを実践的に学び，子育て広場では朝鮮
大学校の保育科の参加を得て，お互いの文化の交
流を行なった。更に年度末には「小平市における
多文化共生の課題と提言」をまとめている。なお，
多文化共生のハンドブックについては小平市との
調整を行なっているところである。
（４）障がいのある子もない子もワークショップ
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　　　実践的研究プロジェクト（代表：杉山貴洋）
　今年度は①「小平市制施行５０周年記念ＤＶ
Ｄ」に取り上げられ，実際のワークショップの映
像が紹介された。また，2011 年度に②「こども
環境学会賞活動賞」を受賞し，その記念講演など
の報告がなされた。また，ワークショップの手法
が地域モデルとなる事例として，③「東京都美術
館障がいのある子どものワークショップ」次年度
実施の準備内容が報告された。
　そして，本研究で実験的におこなわれている④
「こどもプレイログ（2011 キッズデザイン賞リ
サーチ部門受賞）」の事例が報告された。子ども
目線の映像を記録するリサーチ手法の紹介，卒業
論文で実践研究として運用されている事例も報告
された。地域連携のモデルとして，研究手法の形
成として，一定の評価を得ていることが報告され
た。
（５）食育でつなぐ幼稚園と生活科教育における
　　　研究プロジェクト（代表：林薫）
　今年度は「大学附属幼稚園を拠点としたクッキ
ングワークショップ」と「地域交流センターを活
用した科学ワークショップ」を取り組んだ。
　クッキングワークショップでは，「稲に触れる」
「観察する」「料理を作る」といった活動を導入
した新プログラムを開発して展開した。その結果
クッキング活動に意欲的に取り組んだり，「米」
のおいしさを実感したりする局面を多く抽出する
ことができた。また，クッキング活動を自ら行なっ
ている場面や料理を味わう場面を強い印象として
絵画する幼児が多かった。更に，クッキングワー
クショップの内容を家庭で語ったり，幼児や保護
者が家庭でのクッキングに興味を持って取り組ん
だりする事例を抽出できた。
３．最終年度に向けて
　2009 年度当初の計画において，「遊びと学びの
コラボレーションによる地域交流活性化システム
づくりに関する研究」を大学や附属幼稚園を拠点
として行うことを目標とした。各プロジェクトは
附属の白梅幼稚園もしくは大学を拠点としてそれ
ぞれのテーマに沿って一定の成果を挙げてきてい
るが，これらをどのようにして地域交流活性化シ
ステムづくりにつなげていくのか，6 年目以降に
発展させていくのか，が問われている。
　各プロジェクトのまとめをしつつ，今回の研究
を通してどのような形が地域に求められているの
か，地域や行政などとも協力しながら明らかにし
ていきたい。
（文責：瀧口優）
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